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書
名
（
『
急
進
派
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
ー
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交
政
策
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス

人
の
態
度
の
一
巡

一
九
三
三
ー
一
九
三
九
』
）
か
ら
諒
解
さ
れ
る
よ

う
に
、
本
書
は
一
九
三

0
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
政
策
を
論
じ
た
研
究
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f
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e
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c
a
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D.C., 1
9
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書
で
は
な
い
。
本
書
は
外
交
政
策
の
決
定
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
対
象
と
す
る
の

で
は
な
く
て
、
そ
の
環
境
を
構
成
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
外
交
意
識
や
対
外

的
態
度
を
対
象
と
し
て
い
る
。
本
書
に
即
し
て
言
う
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の

急
進
派
が
一
九
三

0
年
代
の
外
交
問
題
に
い
か
に
対
応
し
た
の
か
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
世
論
が
錯
綜
し
、
複
雑
に
分

岐
し
た
さ
ま
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
書
は
コ
ン
パ
ク
ト
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で
は
あ
る
が
、
外
交
と
世
論
の
関
係
を
政
治
社
会
学
的
に
分
析
し
た
意
欲

的
研
究
で
あ
る
と
評
価
し
う
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
い
う
世
論

と
は
、
今
日
の
世
論
調
査
の
対
象
と
な
る
多
数
者
の
意
見
で
は
な
く
て
、

明
確
に
表
明
さ
れ
た
影
輯
力
あ
る
少
数
者
の
意
見
と
い
う
意
識
的
世
論
の

こ
と
で
あ
る
。

1
9
4
3
,
 
rpt., 
1
9
6
4
,
 
2
5
5
p
.
)
 

ー
の
名
著

(Charles
A. M
i
c
a
u
d
,
 
T
h
e
 F
r
e
n
c
h
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i
g
h
t
 
a
n
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a
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i
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を
も
っ
て
鳴
矢
と
す
る
が
、
本
書
も
ミ
コ
ー

の
名
著
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
本
書
が
、

ミ
コ
ー
の
名
著
と
主
題
と
対
象
と
す
る
時
期
を
同
じ
く
す
る
の
み
な
ら
(
l
)
 

ず
、
方
法
論
的
に
も
、
ミ
コ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
右
翼
に
な
し
た
ト
リ
コ
ト
ミ
—

ミ
コ
ー
を
凌
駕
し
、

trichotomie
を
、
分
析
概
念
と
し
て
借
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ

て
本
書
は
、
ミ
コ
ー
の
名
著
の
急
進
党
版
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

評
者
が
本
書
を
こ
の
よ
う
に
形
容
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
本
書
の
価
値

を
毀
傷
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ミ
コ
ー
は
、
右
翼
の
外

(
2
)
 

交
政
策
に
対
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
著
者
は
急
進
党
を
対
象
と

．．．．．． 

フ
ラ
ン
ス
人
の
外
交
政
策
に

ミ
コ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
右
翼
と
い
う
半
数
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
世
論
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
人
一
般
の
対
外
認
識
へ
と
、
普
遍
化
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ

対
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
本
書
に
よ
っ
て
、

一
六

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
中
央
に
位
置
し
て
い
た
の
み

こ
れ
ま

J

の
よ
う
な
世
論
を
分
析
の
対
象
と
す
る
研
究
は
、

シ
ャ
ル
ル
・
ミ
コ

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
急
進
党
が
党
内
に
、

ピ
エ
ー
ル
・
コ
ッ

シ
ュ
と
い
っ
た
右
翼
政
党
に
近
い
人
物
ま
で
幅
広
く
抱
え
、
急
進
党
が
い

わ
ば
フ
ラ
ン
ス
政
界
の
小
宇
宙
で
あ
っ
た
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
急
進
党

を
分
析
の
俎
上
に
の
せ
た
と
い
う
着
眼
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
、
平
均
的
フ
ラ

ン
ス
人
の
対
外
認
識
を
解
明
さ
せ
る
具
眼
を
著
者
に
与
え
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
本
書
の
意
義
は
、
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
初
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
外
交
研
究
が
概
し
て
、
政
府
な
い
し
政
党
の
ト
ッ
プ
・

リ
ー
ダ
ー
の
分
析
に
偏
っ
た
伝
統
的
な
外
交
史
研
究
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
本
書
は
さ
ら
に
踏
み
こ
ん
で
、
サ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
や
政
治
的
関
心
層

の
意
見
の
分
析
へ
と
、
研
究
対
象
の
拡
大
を
図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書

が
政
治
家
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
ミ
リ
タ
ン
に
ま
で
分
析

の
メ
ス
を
加
え
て
い
る
こ
と
に
、

そ
れ
は
表
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
本
書
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
プ
テ
ィ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
代
表
す
る

「
か
な
め
政
党
」
—
ー
ー
急
進
党
に
分
析
視
座
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

で
の
研
究
史
上
の
欠
落
を
埋
め
る
と
と
も
に
、
平
均
的
フ
ラ
ン
ス
人
の
外

交
認
識
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
、
研
究
の
深
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

急
進
党
は
、

な
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
文
化
の
中
軸
的
存
在
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
第
―
二
共
和
政
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
急
進
派
の
こ
の
よ
う
な
重
要
性

に
つ
い
て
は
、
贅
言
を
要
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
が
国
は
も
と
よ

ト
の
よ
う
に
共
産
党
に
近
い
人
物
か
ら
、

カ
イ
ヨ
ー
、

マ
ル
ヴ
ィ
、

る。

ロ
ッ
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り
フ
ラ
ン
ス
本
国
に
お
い
て
も
、

た
先
駆
的
研
究
で
あ
る
、
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の
二
著
で
あ
る
。

ベ
ル
ス
テ
ン
の
通
史
は
、
今
後
、

と
思
わ
れ
る
内
容
を
有
し
て
い
る
が
、

や
は
り
内
政
に
重
点
を
置
い
て
お

り
、
依
然
と
し
て
、
急
進
党
の
対
外
政
策
を
論
じ
た
研
究
は
皆
無
と
い
っ

こ
の
よ
う
な
状
態
に
終
止
符
を
打
っ

い
わ
ば
濫
腸
の
栄
誉
を
も
つ
文
献
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

(
3
)
 

も
っ
と
も
比
較
的
研
究
の
進
ん
で
い
る
社
会
党
を
除
け
ば
、

て
よ
い
状
態
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

た
本
書
は
、

こ
の
よ
う
な

研
究
状
況
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
か
か
る
跛
行
的
研
究
状
況
は
、
本
書
の

出
現
に
よ
っ
て
幾
分
か
は
克
服
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
書
は
一
九
三

0
年
代
を
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ッ
ク
に
通
観
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
従
来
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
と
ス
ペ
イ
ン
不
干
渉
政
策
に
集

(
4
)
 

中
し
が
ち
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
外
交
研
究
に
、
事
件
の
展
開
と
と
も
に
変

化
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
外
対
認
識
を
把
捉
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

こ
の
研
究
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
不
可
能

独
澳
合
併

第
九
章

第
一
〇
章

第
八
章

ス
ペ
イ
ン
内
戦

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
危
機

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
余
波

第
七
章

第
六
章

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
再
軍
事
化

第
五
章

こ
れ
ま
で
充
分
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て

き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
と
く
に
戦
間
期
の
急
進
派
を
扱
っ
た
研
究
書
は
、

一
九
六
四
年
に
出
版
さ
れ

P
e
t
e
r
 J
.
 L
a
r
m
o
u
r
,
 T
h
e
 F
r
e
n
c
h
 R
a
d
i
c
a
l
 

ち
、
平
和
主
義
者
と
ネ
オ
平
和
主
義
者
か
ら
な
る
宥
和
派
と
抵
抗
派
へ
の

分
裂
と
、
そ
の
後
の
再
編
と
い
う
左
右
両
翼
を
横
断
す
る
複
雑
な
分
岐
が

跡
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
宥
和
現
象
を
惹
起
し
た
社

会
心
理
的
側
面
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
点
で
あ
る
。

次
節
で
紹
介
し
よ
う
。

第
三
章

宥
和
と
抵
抗

ド
イ
ツ
と
の
親
善
i
~

四
国
条
約

イ
タ
リ
ア
と
の
親
善
ー
—
'
ロ
ー
マ
条
約
と
ス
ト
レ
ー
ザ
戦
線

ソ
連
と
の
親
善
|
|
＇
仏
ソ
条
約

過
渡
期
—
|
|
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争

第
四
章

第
二
章

第
一
章

本
書
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

一
九
八

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
本
書
の
章
ご
と
の
骨
法
を

今
日
ま
で
二
つ
し
か
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

一
六
四
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る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
―
二
章

イ
タ
リ
ア
の
植
民
地
要
求

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
最
終
的
壊
滅

第
一
四
章

こ
の
章
構
成
か
ら
さ
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
を
確
保
せ
ん
と
す
る
独
・
伊
・

ソ
連
へ
の
三
五
年
ま
で
の
様
々
な
試
み
も
水
泡
に
帰
し
、
三
五
年
以
後
の

こ
れ
ま
で

第
一
章
で
著
者
は
、
問
題
意
識
を
述
べ
て
い
る
。
著
者
は
、

の
研
究
が
フ
ラ
ン
ス
世
論
の
多
様
性
を
無
視
し
、

R
・
レ
モ
ン
の
よ
う
に

三
五
年
を
境
に
左
右
両
翼
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
交
換
し
た
と
単
純
化
す

る
こ
と
や
、

G
・
デ
ュ
プ
ー
、

L
・
ボ
ダ
ン
ら
の
よ
う
に
急
進
党
を
宥
和

派
と
断
定
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
著
者
は
、
「
政
治
ス
ペ
ク
ト
ル
の
小
宇

宙
」
で
あ
る
急
進
党
の
み
が
、
三
五
年
以
後
、
外
交
を
め
ぐ
っ
て
「
三
色

旗
の
よ
う
に
三
分
」
さ
れ
、
宥
和
派
（
平
和
主
義
者
と
ネ
オ
平
和
主
義
者
）

と
抵
抗
派
へ
と
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
か
ら
、

と
変
転
を
説
明
す
る
鍵
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
世

論
の
複
雑
さ
を
論
証
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
諸
タ
ン
ダ
ン
ス
の
基

本
的
立
場
の
相
違
は
、
平
和
派
が
戦
争
の
恐
怖
を
第
一
と
し
、
ネ
オ
平
和

派
が
共
産
主
義
の
恐
怖
を
第
一
と
し
、
抵
抗
派
が
安
全
と
い
う
国
益
を
第

一
と
し
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
相
違
は
、
対
外
的
態
度
の
差
異

フ
ラ
ン
ス
外
交
が
事
物
の
力
に
押
し
流
さ
れ
、
漂
流
す
る
さ
ま
を
窺
知
す

一
六
五

を
し
て
仏
ソ
条
約
の
支
持
に
向
か
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

盟
網
に
く
み
い
れ
る
こ
と
に
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

崩
れ
、

結
論

さ
て
ト
リ
コ
ト
ミ
ー
を
分
析
の
道
具
と
し
て
、
ま
ず
著
者
は
、
三
五
年

ま
で
の
外
交
事
件
へ
の
態
度
を
物
語
る
。
こ
の
時
期
は
、
党
内
に
コ
ン
セ

翼
に
難
題
を
も
た
ら
し
た
が
、
仏
独
接
近
が
平
和
の
礎
石
で
あ
る
こ
と
に

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
り
（
こ
の
時
期
の
右
翼
に
は
、
反
ド
イ
ツ
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
あ
っ
た
）
、
急
進
党
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
状
を
維
持
し
平
和
に
資

す
る
と
い
う
条
件
で
、
四
国
条
約
に
賛
成
し
た
。
し
か
し
四
国
条
約
が
平

和
の
保
証
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
ド
イ
ツ
の
国
際
連
盟
脱
退
に
よ
っ
て

フ
ラ
ン
ス
は
イ
タ
リ
ア
と
の
同
盟
を
志
向
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

努
力
が
、
ロ
ー
マ
条
約
と
ス
ト
レ
ー
ザ
戦
線
と
し
て
結
実
し
、
急
進
党
三

潮
流
は
す
べ
て
こ
の
政
策
を
承
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
ネ
オ
平
和
派
も
含
め

全
潮
流
が
、
ド
イ
ツ
を
抑
止
し
平
和
を
救
う
た
め
に
は
、
仏
・
英
・
伊
三

国
の
連
合
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

つ
ま
り
ソ
連
を
同

党
内
に
は
エ
リ
オ
と
い
う
親
ソ
派
の
大
御
所
が
い
た
し
、

ド
イ
ツ
の
再
軍

備
宣
言
と
ス
ト
レ
ー
ザ
戦
線
と
い
う
国
際
環
境
は
、
反
共
の
ネ
オ
平
和
派

し
か
る
に
こ
の
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
と
ソ
連
を
フ
ラ
ン
ス
の
同
盟
国
と
考

え
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
失
わ
れ
た
。

急
進
党
は
国
際
連
盟
を
支
持
す
る
制
裁
派
と
、
イ
タ
リ
ア
を
支
持
す
る
反

制
裁
派
に
分
岐
し
た
の
で
あ
る
。
制
裁
派
に
は
平
和
派
と
抵
抗
派
が
結
集

第
一
三
章
ソ
連
と
東
欧
へ
の
外
交
政
策
一
九
て
九

ン
サ
ス
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
誕
生
は
フ
ラ
ン
ス
左

第
一
―
章
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ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
事
件
は
、
意
見
の
布
置
状
況
の
再
編
を
も
た
ら
し
た
。

エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
時
に
は
、
抵
抗
派
の
陣
営
に
あ
っ
た
平
和
派
が
、
宥
和

派
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
僻
遠
の
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け

る
熱
戦
に
対
し
て
は
抵
抗
し
え
た
平
和
派
も
、
隣
接
す
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト

が
戦
争
の
火
種
と
な
っ
た
と
き
転
向
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
形
成
さ

れ
た
新
た
な
意
見
の
形
状
が
、
今
後
三
年
間
、
続
く
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ

ン
内
戦
が
勃
発
し
た
と
き
、
平
和
主
義
宥
和
派
と
ネ
オ
平
和
主
義
宥
和
派

は
理
由
を
異
に
す
る
が
中
立
と
不
干
渉
を
支
持
し
、
少
数
の
抵
抗
派
の
み

が
武
器
援
助
に
賛
成
し
た
。
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
の
と
き
は
、
宥
和
両
派
は
ド

イ
ツ
を
非
難
し
た
が
、
直
接
行
動
に
は
躊
躇
し
た
。
チ
ェ
コ
危
機
の
間
の

対
応
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ネ
オ
平
和
派
は
さ
ら
に
反
共
姿
勢
を
強
め
、
東

方
で
の
ド
イ
ツ
の
行
動
を
黙
認
し
た
。
平
和
派
は
戦
争
を
阻
止
す
る
た
め

に
は
、
戦
争
の
危
険
を
引
き
う
け
ね
ば
な
ら
な
い
ジ
レ
ン
マ
の
前
で
仔
立

し
た
。
抵
抗
派
は
交
渉
を
否
定
は
し
な
い
が
、
基
本
的
な
点
で
譲
歩
す
べ

(
5
)
 

き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
意
見
の
分
裂
も
、

あ
る
。

る
。
か
く
て
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
党
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

失
わ
れ
、
宥
和
派
と
抵
抗
派
の
二
極
構
造
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

と
っ
て
イ
タ
リ
ア
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
最
良
の
同
盟
国
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

し
、
反
制
裁
派
は
ネ
オ
平
和
派
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
。
ネ
オ
平
和
派
に

イ
タ
リ
ア
の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
割
譲
要

求
と
チ
ェ
コ
の
解
体
を
経
る
な
か
か
ら
修
復
さ
れ
、
再
び
急
進
党
内
に
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
現
わ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
イ
タ
リ
ア
の
要
求
は
、

仏
伊
接
近
の
提
唱
者
で
あ
っ
た
ネ
オ
平
和
派
の
目
を
覚
さ
せ
、
か
れ
ら
の

内
に
愛
国
的
反
応
を
惹
起
し
、
抵
抗
派
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
さ
せ
た
。
つ

い
で
チ
ェ
コ
の
解
体
は
、
平
和
派
を
も
抵
抗
の
行
動
に
駆
り
た
て
た
。
か

く
て
急
進
派
は
、
大
戦
前
夜
に
は
強
硬
政
策
で
一
致
を
み
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ナ
チ
ス
と
い
う
晦
冥
と
の
闘
い
の
な
か
で
、
再
び
コ
ン
セ
ン
サ
ス

一
九
四

0
年
六
月
以
後
、
大
戦
終
了
ま
で
、

フ
ラ
ン
ス
世

論
は
宥
和
派
と
抵
抗
派
（
対
独
協
力
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
）
に
二
分
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
か
ら
、
分
岐
と
再
編
を
経
て
、

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
急
進
派
の
対
外
態
度
が
ド
イ
ツ
と
の
和
解
と

ド
イ
ツ
と
の
対
決
と

い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ヘ
一
巡
し
た
さ
ま
を
、
宥
和
と
抵
抗
を
軸
に
分
析
し
、

三
五
年
以
後
の
党
内
の
意
見
の
布
置
状
況
が
フ
ラ
ン
ス
世
論
の
小
宇
宙
で

あ
る
こ
と
を
博
引
芳
証
を
も
っ
て
論
証
し
た
の
で
あ
る
。

加
え
れ
ば
、

一
言
、
批
判
を

ネ
オ
平
和
派
の
ソ
連
に
対
す
る
態
度
は
、
国
内
の
共
産
党
へ

の
態
度
と
相
関
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た

が
見
失
わ
れ
、

一
六
六
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Robert Michael, The Radicals and~ 叫
Germany, the Revolution in French Attitudes 
toward Fore如 Policy1933-1939 (University 
Press of America, Washington D.C., 1982), 141p. (渡邊）

(
l
)
ミ
コ
ー
は
、
ド
イ
ツ
と
ソ
連
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
右
翼
の
態
度
に
基
づ

い
て
、
伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
（
親
ソ
反
独
）
、
条
件
付
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
（
反
独
反
ソ
親
伊
）
、
諦
観
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

R
e
s
i
g
n
e
d

Nationalists 
(
親
独
反
ソ
）
に
三
分
し
た
。

(
2
)
右
翼
多
数
派
の
対
外
的
態
度
は
、
伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
↓
ネ
オ
平

和
主
義
↓
宥
和
主
義
↓
抵
抗
と
宥
和
へ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

(
3
)
社
会
党
の
対
外
政
策
を
論
じ
た
研
究
書
と
し
て
、

N
a
t
h
a
n
a
e
l

G
r
e
e
n
e
,
 Crisis 
a
n
d
 D
e
c
l
i
n
e
 
(
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1
9
6
9
)
 ., 

R
i
c
h
a
r
d
 

G
o
m
b
i
n
,
 L
e
s
 socialistes 
et 
la g
u
e
r
r
e
 
(Paris, 1
9
7
0
)
 ., 

M
i
c
h
e
l
 

Bilis, 
Socialistes 
et 
pacifistes 
(Paris `
 
1
9
7
9
)
.
 
が
あ
る
。

(
4
)
管
見
の
限
り
、
三

0
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
外
交
を
論
じ
た
邦
語
文
献
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

①
植
田
隆
子
「
東
方
ロ
カ
ル
ノ
案
の
形
成
一
九
三
三
ー
三
四
」
『
国
際

関
係
学
研
究
』
（
津
田
塾
大
学
）
四
号
、
一
九
七
七
年
。

②
奥
田
宏
司
「
三
国
通
貨
協
定
(
-
九
三
六
年
九
月
二
五
日
）
に
至

る
交
渉
経
過
」
『
経
済
論
集
』
（
大
分
大
学
）
第
三
三
巻
第
一
号
、
一
九

八
一
年
。

③
斉
藤
孝
「
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
戦
争
と
ラ
ヴ
ァ
ル
外
交
」
『
第
二
次
世
界

大
戦
前
史
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
一
九
六
五
年
。

進
展
が
望
ま
れ
る
。

の
一
冊
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
で
も
、

度
に
つ
い
て
の
言
及
が
少
な
い
点
は
、
惜
し
ま
れ
る
。

富
む
文
献
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

こ
の
分
野
で
の
研
究
の

こ
の
分
野
に
お
け
る
基
本
文
献

と
は
い
え
示
唆
に

望
蜀
で
は
あ
る
が
、
仏
英
関
係
や
イ
ギ
リ
ス
外
交
へ
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
態

一
六
七

④
品
川
徹
「
レ
オ
ン
・
プ
ル
ム
と
不
干
渉
政
策
の
決
定
」
『
法
学
会
雑

誌
』
（
東
京
都
立
大
学
）
第
二
五
巻
第
一
号
、
一
九
八
四
年
。

⑤
杉
江
栄
一
「
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
と
そ
の
外
交
」
『
国
際
政
治
』
三

五
号
、
一
九
六
八
年
。

⑥
濱
口
學
「
両
大
戦
間
期
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
指
導
—
ー
！
不
安
定
の
中

の
安
定
ー
」
『
社
会
科
学
紀
要
』
（
東
大
教
養
部
）
一
九
七

O
I
七一

年。⑦
平
井
友
義
「
一
九
三
五
年
•
仏
ソ
同
盟
条
約
の
成
立
を
め
ぐ
る
一

考
察
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
七

0
巻
第
二
号
、
一
九
七
一
年
。

⑧
平
瀬
徹
也
「
プ
ル
ム
内
閣
と
ス
ペ
イ
ン
内
乱
」
小
林
桂
一
編
『
フ

ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
の
研
究
』
（
有
信
堂
）
一
九
六
六
年
。

⑨
平
瀬
徹
也
「
不
干
渉
政
策
の
成
立
に
つ
い
て
」

r
史
論
』
（
東
京
女

子
大
学
）
第
二
四
集
、
一
九
七
二
年
。

⑩
平
瀬
徹
也
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
宥
和
」
r
社
会
思

想
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
七
一
年
。

⑪
山
極
潔
「
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
ー
ー
パ
ル
ト
ゥ
ー
外
交
か
ら
ラ
ヴ
ァ

ル
外
交
へ
の
転
換
を
中
心
に
ー
ー
」
『
国
際
政
治
』
一
九
五
八
年
。

⑫
横
田
緩
子
「
国
際
通
貨
協
定
の
本
質
を
め
ぐ
っ
て
」
『
経
済
論
叢
』

（
京
都
大
学
）
第
―
二

0
巻
第
一
・
ニ
号
、
一
九
七
七
年
。

⑬
渡
邊
和
行
「
不
干
渉
政
策
の
決
定
過
程
①
②
」
『
香
川
法
学
』
（
香

川
大
学
）
第
三
巻
第
一
号
、
第
二
号
、
一
九
八
三
年
。

⑲
渡
邊
和
行
「
不
干
渉
と
フ
ラ
ン
ス
世
論
一
九
三
六
ー
~
左
翼
政
治

集
団
の
意
見
の
形
状
ー
」
『
香
川
法
学
』
第
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
四

年。
⑮
渡
邊
和
行
「
続
不
干
渉
と
フ
ラ
ン
ス
世
論
一
九
三
六
ー
右
翼
政

治
集
団
の
意
見
の
形
状
|
|
＇
」
『
香
川
法
学
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
八

四
年
。⑯
渡
邊
啓
貴
「
ダ
ラ
デ
ィ
エ
政
権
下
の
フ
ラ
ン
ス
外
交
」
『
国
際
政

5-1-167 (香法'85)



(
5
)
 

治
』
七
二
号
、
一
九
八
二
年
。

仰
渡
邊
啓
貴
「
一
九
三
八
年
―
二
月
六
日
仏
独
声
明
」

究
』
（
慶
応
大
学
）
第
五
五
巻
第
八
号
、
一
九
八
二
年
。

一
九
三
八
年
一

0
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
実
施
さ
れ
た
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論

調
査
の
結
果
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

①
あ
な
た
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
を
認
め
ま
す
か
。

は
い
五
七
％
、
い
い
え
三
七
％
、
意
見
な
し
六
％
。

②
あ
な
た
は
英
仏
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
さ
ら
な
る
要
求
に
抵
抗
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
か
。

は

い

七

0
%、
い
い
え
一
七
％
。

③
あ
な
た
は
ド
イ
ツ
は
植
民
地
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
か
。

は
い
五
九
％
、
い
い
え
三
三
％
、
意
見
な
し
八
％
。

G
2
l
l
u
p

I
n
t
e
m
a
i
i
o
恙
l
P
u
b
l
i
c
 
O
p
i
n
i
o
n
 
Polls, 
vol. 2
 F
r
a
n
c
e
 
1
9
4
4
 ,
 

1
9
7
5
 
(
L
o
n
d
o
n
,
 
1
9
7
7
)
,
 
p
p
.
 1ー
3
.

な
お
こ
の
資
料
は
、

A
n
t
h
o
n
y

A
d
a
m
t
h
w
a
i
t
e
,
 T
h
e
 L
o
s
t
 P
e
a
c
e
,
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
 in 

E
u
r
o
p
e
]
9
]
 8
-
1
9
3
9
 (
L
o
n
d
o
n
 ̀

 
1
9
8
0
)
,
 p
p
.
 2
1
7
-
2
1
9
.
 に
も
叩
5

め

ら
れ
て
い
る
。

『
法
学
研

一
六
八

5-1-168 (香法'85)


